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例
年
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
、
自
転

車
盗
難
が
急
増
し
、
夏
ま
で
増
加
し
つ
づ

け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
盗
難
は
平
成
26
年
中
の
刑
法
犯

認
認
知
件
数
の
う
ち
約
18.3
％
を
占
め
る
、

最
も
多
い
犯
罪
で
す
。

　

本
年
５
月
末
ま
で
の
安
城
警
察
署
管
内

の
自
転
車
盗
難
被
害
認
知
件
数
は
141
件
、

そ
の
内
88
件
（
約
60
％
）
の
自
転
車
が
無

施
錠
で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
被
害
場

所
は
、
駅
の
駐
輪
場
お
よ
び
店
舗
駐
輪
場

が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
盗
難
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、
自
転
車
に
鍵
を
２
つ
以
上
し
て
、

防
犯
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

中
高
生
の
自
転
車
盗
難
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
必
ず
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ

う
！

・�

見
通
し
が
良
く
明
る
い
、
防
犯
カ
メ
ラ

が
あ
る
等
、
管
理
さ
れ
た
駐
輪
場
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
！

・�

ど
ん
な
に
急
い
で
い
て
も
、
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
！

○
犯
行
を
目
撃
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
110
番

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
、
犯
行
に
関
す
る
情
報
は
最
寄

り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

安
城
警
察
署

（
☎
（76）
０
１
１
０
）

○自転車運転者講習制度とは
　特定の「危険行為」を過去3年以内に2回以上繰り返
すと、「自転車運転者講習」の受講が命じられます。

○制度の目的
　自転車が関連する交通事故の約6割は自転車側にも
法令違反があり、自転車側が加害者として高額の賠償
を命じられるケースも少なくないという現状がありま
す。危険行為を繰り返す自転車運転者を改善するため、
自転車運転者講習制度が新設されました。

○特定の「危険行為」とは
　自転車運転者講習義務の対象となる「危険行為」と
は下記の14類型です。

⑴ 信号無視
⑵   通行禁止道路（場所）の通行（歩行者用道路など自
転車通行が禁止されている道路等を通行する行為）

⑶ 歩行者用道路での歩行者妨害
⑷ 歩道通行や車道の右側通行等
⑸ 路側帯での歩行者の通行妨害
⑹ 遮断踏切への立ち入り
⑺ 左方車優先妨害 ･優先道路車妨害等
⑻ 右折時、直進車や左折車への通行妨害
⑼ 環状交差点安全進行義務違反等
⑽   一時不停止（一時停止標識等を無視して交差点に
進入する行為等）

⑾ 歩道での歩行者妨害等
⑿   制動装置不備の自転車の運転（ブレーキ装置がな
い、またはブレーキ性能が不良な自転車での走行）

⒀ 酒酔い運転
⒁   安全運転義務違反（傘さし運転、ながらスマホ運
転が対象になることがあります。）

○自転車運転者講習とは…
　違反者の特性に応じた個別的指導を含む3時間の講
習（講習手数料5,700円）
※ 命令を受けてから3か月以内の指定された期間内に
受講しない場合は5万円以下の罰金

○講習制度の流れ

▶問合せ　安城警察署（☎76-0110）

危険行為を
反復 受講命令 講習の受講

自転車運転者講習制度の開始

危　険　行　為

自
転
車
の
盗
難
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

～改正道路交通法の施行に伴い、6月1日から自転車運転者講習制度が開始されました～


